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東京大学  One Earth Guardians育成プログラム

2018年度〜 東京大学大学院農学生命科学研究科・農学部で始動

ヒトを含めた地球上の生物の共存共生のため、

ヒトが地球上の資源を利用することで起こしてきた問題を俯瞰的に洗い出し、

科学的な解決法を研究、解決法を実践していくような科学者の集団（ネットワーク）

「One Earth Guardians（地球医）」を育成する教育・研究プログラム
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今まさに活用が期待されている「微細藻類」に注目し、

生物の力を活用しながら、かつ生物圏にできるだけ負荷をかけない、

環境と調和しつつ人々のwell-beingを叶える

「共生型新産業」の創出に資する人材とそのネットワークを育成する

講座：共生型新産業創出コロキウム を実施する

本事業の目的



|2026/7/2 4

環境影響を正しく理解できる

科学リテラシー ビジネスとして成立させる

ビジネスモデル構想力

人のつながり連携する

巻き込み力

多様な意味での人々の

幸福・豊かさの追求力

新たな未来像を描ける

ビジョナリー力

講座で

培う力
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講座のポイント

• 社会人と学生がともに受講し、

産業界と研究の現場につながる人的ネットワーク・コミュニティ 形成

• 俯瞰的な視野と実行力を育むための、

分野横断・双方向型  の多彩な講師による講義

• 微細藻類の活用に取り組む 産業の現場からの学びと交流

• 受講者自らが 共生型新産業の創出に向けた提案 を生み出し、

社会へ発信

協力：ちとせグループ



|2026/7/2 6

講座の構成

⚫ 産学界の多彩な講師陣による オムニバス講義

⚫ 実際に微細藻類を扱う ハンズオン実習

⚫ 国内外の微細藻類活用事業拠点を訪れる フィールドワーク

⚫ 新たな産業の提案創出につなげる ワークショップ 

 提案創出フェーズ

⚫ ビジネス創出のプロからの メンタリング 

⚫ 受講者による 提案ピッチ、最終提案書の提出

実施期間 2024年 10月~2026年 3月

    前期 2024年10月~2025年3月   後期 2025年4月~2026年3月
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⚫ 産学界の多彩な講師陣による オムニバス講義

• 共生型新産業に必要な幅広い視座と洞察力を育む講義 （9回）

• 微細藻類の活用に取り組む企業の現場からの講義 （8回）
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講義アーカイブ映像を教材として公開
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⚫ 実際に微細藻類を扱う ハンズオン実習

• 微細藻類の採取と観察、培養

• 微細藻類からの有用化合物の抽出工程・分析方法 を体験

2026/7/2
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⚫ 国内外の微細藻類活用拠点での フィールドワーク

• 2024年12月 一般社団法人日本微細藻類技術協会（IMAT）他 /広島県

• 2025年1月 一般社団法人さが藻類バイオマス協議会  他 / 佐賀県

• 2025年8月 CHITOSE Carbon Capture Central: C4 /マレーシア
   Chitose Algae Farm / ブルネイ 他

2026/7/2
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⚫ 提案創出へつなげるワークショップ

• 前期：西村 勇哉 氏 / NPO法人ミラツク代表理事, 株式会社エッセンス 代表取締役

• 後期：株式会社ロフトワーク

2026/7/2
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⚫ 受講者による提案創出フェーズ

• ビジネス創出のプロからのメンタリング  （東大IPC）

• 受講者による提案ピッチ

• 最終提案書の作成・提出

2026/7/2
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講座ウェブサイトにて最終提案7件の概要を紹介

（例）
- 環境と利益を両立する、藻類排水処理事業
- 『藻道』 ―微細藻類由来の“黒”で
カーボンブラックを代替する―
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受講者の内訳

⚫ 受講者数

前期  16 名（社会人 6名/学生 10名）   後期  15 名（社会人 6名/学生 9名）  

• 社会人／メーカー 研究開発、マーケティング、新規事業開発、

商社 事業開発、エネルギー事業  技術戦略、次世代技術 など

• 学部生・大学院生／農学・生命科学、理工、国際政治、経済
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最終アンケート結果    受講者：13名（学生：7名／社会人：6名）
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最終アンケート結果    受講者：13名（学生：7名／社会人：6名）

講座の満足度
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ハンズオン実習で実際に池から微細藻類を採取し単離に取り組んだことは大きかっ

た。“微細藻類”を目にすることで実感が沸き、講義の解像度が上がった。（学生）

これまでの知識や業務経験では得られなかった視点を得ることができた。理論だけ

でなく実践的な内容も多く、実際に見て感じ理解を深めながら学べた。（社会人）

自身の業務においても科学的根拠に基づいた一貫した姿勢を意識するようになった。

（社会人）

最終アンケートより （抜粋）

双方向的な学びで新鮮だった。環境に対して熱い想いを持っている方々ばかりで

自分も真剣に考えさせられた。（学生）
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社会課題解決のテーマ立案は初めての経験で、各種専門家の方々の指導も受ける

ことが出来て非常に有意義な活動だった。（社会人）

微細藻類がなぜ今注目されているのか、社会的背景や科学的根拠を体系的に理解

でき、環境価値を正確に説明できるようになった。   変化の大きい時代には

学び続けること自体が重要な力になることを実感した。 （社会人）

企業の人と協働することで、どのような戦略を取ればビジネスとして成立するか、

社会的インパクトを大きくするかを考えるきっかけとなった。（学生）

最終アンケートより （抜粋）
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■広報・発信 |  公開シンンポジウム

2024.07 キックオフシンポジウム

2025.11 公開シンポジウム

2026.02 成果発表シンポジウム
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講座の内容をまとめたコースブックを公開
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2026年10月〜 第2期講座の開講が決定！

コミュニティの維持とさらなる発展、 社会への発信を継続
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